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認知症検診について
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１．目的　　
　　認知症（特に若年性アルツハイマー）の早期発見
　　及び診断・判定結果に応じた支援につなげる 

２．平成２９年度の取組 
◆検診方法：浦上式もの忘れスクリーニング検査
　　　医師による行動心理症状（BPSD）チェック
　　
◆検診時期：９月～１１月の集団健診

◆対象者：年度末６５歳または７０歳の市民
　　　　　希望制で実施 

◆自己負担額：500円
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３．平成２９年度認知症検診の実績
　　　　　　（性・年齢別受診者）

２２人受診し、２０人は異常なし、７０歳女性の２人が要精密検査。
→うち１人は認知症疾患センターを受診し異常なし。
　もう１人は受診拒否し、精検未受診。その後電話確認し、特に心配ない
とのこと。
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平成３０年度の認知症検診について
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◆検診方法：DASC-21スクリーニング
　　　医師による行動心理症状（BPSD）チェック　　
　　
◆検診時期：９月～１１月の集団健診
　　　　　　９月：６日間、１０月：５日間
　　　　　１１月：５日間、合計１６日間

◆対象者：今年度末６５歳～７４歳の市民
　　　　　集団健診を受診する人
　　　　（希望制ではなく基本的に全員）

◆自己負担額：無料

◆周知方法：対象者7,833人（男性3,882人、女性3,951人 ）

　　　　　　へ個別通知（6月中旬）

◆受診見込数：1日あたり35人×16日間＝560人
　　　　　　 



認知症検診問診表　DASC-２１
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認知症検診実施のフローチャート
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看護師・保健師がDASC－21スクリーニングを実施
（約５～１０分）

医師の診察（約１０分）

①看護師・保健師実施のDASC－21問診
で基準点31点以上だった場合

②看護師・保健師実施のDASC－21問診
で各項目のいずれかが障害領域（3～4
点）だった場合

9月～11月集団健診受診の65歳から74歳の市民
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認知症検診実施後のフローチャート
認知症検診受診

健（検）診結果説明会に来所した
か？

　　　認知症疾患医療センター
・診察
・検査
・鑑別診断（初期治療）
・専門医療相談

結果報告書の返却後２ヶ月を
過ぎても未受診の場合、健康
保険医療課より再度受診勧奨
を行う。

「精密検査結果連絡票」を市へ提供する

③鑑別診断受診案内と勧奨　
「鑑別診断受診の御案内」を渡し、受診方法の説明。
認知症疾患医療センターへ本人もしくは家族から受
診予約をいれてもらい、本人→医師へ紹介状を提
出してもらう。

フロー
チャート　
終了

　　　<健（検）診結果説明会を受けなかった人への対応＞
①本人もしくは家族へ電話し、結果報告書を健康保険医療
課へ受け取りにきてもらう。
②情報提供（結果について本人または家族が理解できるよ
うに支援する）
③鑑別診断受診案内と勧奨
「鑑別診断受診の御案内」を渡し、受診方法の説明。その
後認知症疾患医療センターへ本人もしくは家族から受診予
約をいれてもらい、本人→医師へ提出してもらう。

　検診結果が要精査か？
N

NY

フローチャート終
了

結果報告書の郵送

　受診予約

受診予約

　検診結果が要精査か？

　　　　　　　　　<健（検）診結果説明会を受けた人への対応＞
①結果報告書の説明と返却
②情報提供（結果について本人または家族が理解できるよう
に支援する）

Y

NY

精密検査
の結果

異常あり

異常なし

健康保険医療課から、
長寿あんしん課へ情報
提供し、そこから居住
地域の地域包括支援セ
ンターで経過観察及び
継続支援。


